
【安足地域】足利マール牛を使った新ブランド 「Marc kitchen（マールキッチン）」
(株)長谷川農場

地域の６次産業化等の取組事例

考備）先絡連（所住称名

大笹牧場 〒321-2792
日光市瀬尾大笹原3405
TEL 0288-97-1116

牧場見学可、酪農体験(乳搾り等)、
家畜とのふれあい（牛･馬･羊･山羊･

兎･鶏等）、バターづくり・アイスクリー

ムづくり体験等

自由学園那須農場 〒329-3155
那須塩原市笹沼445
TEL 0287-46-5006

家畜等のふれあいと体験学習

森永酪農販売（株）

ミック事業部那須農場

〒329-3224
那須郡那須町大字豊原乙1-159
TEL 0287-72-0277

飼育管理、繁殖管理実習（農大生、

大学生のインターンシップが対象）

注：「酪農教育ファーム」とは、「食としごと、いのちの学び」をテーマに、主に学校や教育現場等と連携して

行う、酪農に係る作業等を通じた教育活動を行う牧場等のことです。（実施主体：（一社）中央酪農会議）

３ 体験交流施設（「酪農教育ファーム」一覧）

足利市にある長谷川農場では、令和４年９月11日より「足利マール牛」を活用した新
ブランド「Marc kitchen（マールキッチン）」が開設されました。「足利マール牛」とは、和
牛とホルスタインを掛け合わせた、赤身と食感の柔らかさがやみつきになる交雑種です。
また、ぶどうの果皮や種（マール）を発酵させて餌用に改良したものを牛に給餌していま
す。「Marc kitchen（マールキッチン）」では、そうした「足利マール牛」をふんだんに用い
たレトルトカレーやローストビーフなど、数多くの商品を販売しています。また、「Marc 
kitchen（マールキッチン）」では、「Enjoy Life. Pleasure Time.」をコンセプトとしており、
「足利マール牛」を通じて、人々のゆとり時間を作り上げています。
また、大切ないのちを大切にいただくため、今まで未活用だった
部位を用いることに挑戦しており、食品ロスの逓減にも大きく貢献

県として、今度も「Marc kitchen（マールキッチン）」の取組支援を
はじめ、「足利マール牛」の魅力を発信していくことで、本県の畜産
物の価値向上に貢献すると供に、今後の畜産業の在り方を考える
きっかけとなるよう、積極的に支援していきます。

しています。
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